などと、ぼくらが勝手なことをしやべっていると、目の前に、タコのロボットが出現した。
「いや～ん、色もまっ赤でタコみたい……つてより、タコそのものよ!
ポーラがおもわず悲鳴を上げる。すると、タコの怪物は、自慢そうに胸を張って答えた。
「いかにも。私はタコ・ソ・ノモノ。タコ型モンスター最強である!
●戦う530ヘ●逃げス
●逃げる364へ
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「ネス……ネス、ネス……」聞き覚えのある声で、ぼくは目を覚ました。
徐々に開けてくる視界のすみに、まずポーラの顔が映った。そして、ジェフ、プーのうれ
しそうな顔も見えてくる。
ぼくは、やっと体を起こした。ちょっとふらつくが、気分は悪くない。ぼくが起き上がる
と、仲間やどせいさんたちが、どやどやっと寄ってきた。
ネス、ネス、ネスと、ネスの大合唱が沸き起こる。そして、みんながようやく落ち着いた
頃、プーがぼくの肩に手を置いた。
「ネス、やったな。オレはもう、ランマにもどるぜ。おまえらといっしょに戦った日々は、
オレの一生の思い出だ。いつか、ランマにも遊びにきてくれよ。それじや!」
フーは、ポーラやジェフにも挨拶するとテレポートをかけた。瞬時に、プーの姿が消える。

